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広報みさと 2017.1 2

平成29年　新  年のごあいさつ
町
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か

し
い
新
年
の
幕
開
け
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

町
政
各
般
に
わ
た
り
ま
し
て
、

平
素
よ
り
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
10
月
の
町
長
選
挙
に
お
い

て
、
引
き
続
き
町
政
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

職
責
の
重
さ
に
あ
ら
た
め
て
身

を
引
き
締
め
、住
民
の
皆
様
の「
笑

顔
の
暮
ら
し
」
の
た
め
、
い
た
だ

い
た
声
や
振
り
返
り
を
踏
ま
え

て
、「
幸
せ
を
実
感
」
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま

い
り
ま
す
。

美
郷
町
に
お
い
て
は
一
昨
年
か

ら
ご
心
配
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
三
江
線
の
存
続
問
題
で
は
、
皆

さ
ま
の
応
援
も
い
た
だ
き
様
々
な

働
き
か
け
、
協
議
等
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
30
年
３
月
末
で
の

廃
止
と
い
う
決
定
が
な
さ
れ
、
ま

た
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
山
く
じ
ら

で
は
ジ
ビ
エ
缶
詰
の
東
京
で
の
販

売
、
企
業
等
と
の
連
携
協
定
締
結

な
ど
に
よ
り
、
産
業
づ
く
り
、
美

郷
町
の
全
国
発
信
な
ど
で
一
層
の

展
開
が
あ
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。現

在
、
国
・
地
方
で
は
「
地
方

創
生
」「
一
億
総
活
躍
社
会
」
を

重
要
テ
ー
マ
と
し
て
、
人
口
減
少

対
策
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
、
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

美
郷
町
で
は
、
一
昨
年
に
策
定

し
た
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
を
踏

ま
え
、
こ
れ
か
ら
10
年
間
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
的
・
総
合
的
な
指

針
と
な
る
第
２
次
長
期
総
合
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
で
は
、
町
が
こ
れ
か

ら
目
指
す
将
来
像
を
「
美
し
い
ま

ち
・
ひ
と
・
く
ら
し
が
つ
な
が
る

み
ん
な
の
美
郷
」
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、
平
成
37
年
人
口
で

は
４
，
０
０
０
人
の
維
持
を
目
指

す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
将
来
像
に
向
け
て
、
町
の

総
力
を
集
め
ま
ち
ぐ
る
み
で
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
、「
私
た
ち
の

ま
ち
の
た
め
に
考
え
、
と
も
に
行

動
す
る
」「
誰
も
が
挑
戦
で
き
る
」

「
地
域
の
個
性
を
活
か
す
」
と
い

う
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
持
っ

て
、
５
つ
の
分
野
「
１
利
便
性
の

高
い
快
適
な
暮
ら
し
を
実
感
で
き

る
ま
ち
」「
２
人
と
地
域
の
個
性

を
活
か
し
た
産
業
を
創
出
す
る
ま

ち
」「
３
美
郷
町
を
担
う
心
豊
か

な
人
づ
く
り
」「
４
生
涯
を
通
じ

て
健
康
で
安
心
で
き
る
ま
ち
」「
５

連
帯
の
絆
で
支
え
合
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
ま
ち
」
で
、幅
広
い・様
々

な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、平
成
32
年
ま
で
は
、「
雇

用
環
境
の
創
出
」「
定
住
・
移
住

の
促
進
、社
会
増
の
実
現
」「
結
婚・

出
産・子
育
て
環
境
の
向
上
」「
暮

ら
し
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
」
の
４
分
野
を
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
喫
緊
・
重
要
テ
ー
マ

で
あ
る
平
成
30
年
３
月
末
の
Ｊ
Ｒ

三
江
線
廃
止
後
の
公
共
交
通
に
つ

い
て
は
、
バ
ス
等
に
よ
る
新
交
通

プ
ラ
ン
づ
く
り
の
た
め
の
関
係
機

関
等
の
協
議
を
進
め
て
お
り
、国
、

両
県
、沿
線
市
町
等
と
連
携
し
て
、

持
続
可
能
で
利
便
性
の
高
い
公
共

交
通
網
の
構
築
に
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

地
方
や
自
治
体
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
社
会
・
経
済
情
勢
の
動
き

や
人
口
減
少
、
財
政
状
況
な
ど
厳

し
い
・
難
し
い
面
が
あ
る
の
は
事

実
で
す
。

し
か
し
、
美
郷
町
は
、
江
の
川

な
ど
の
豊
か
で
美
し
い
自
然
、
神

楽
な
ど
の
地
域
の
文
化
・
伝
統
、

支
え
合
い
、
活
性
化
な
ど
の
住
民

の
皆
さ
ま
の
活
動
・
意
識
、
山
く

じ
ら
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
資
源

な
ど
、
豊
か
な
も
の
・
誇
る
べ
き

も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

今
の
美
郷
町
は
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
の
成
果
も
現
れ
つ
つ
あ

り
、
合
併
か
ら
十
二
年
の
歩
み
に

よ
っ
て
、
町
の
一
体
感
が
醸
成
さ

れ
、
環
境
が
整
っ
て
き
て
い
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
成
果
を
踏

ま
え
、
町
村
合
併
後
の
環
境
づ
く

り
か
ら
、「
地
方
創
生
」
の
時
代

に
向
け
て
、
美
郷
町
の
次
の
ス
テ

ー
ジ
に
移
し
て
い
く
こ
と
が
、
重

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
お
知
恵
と
お
力
を
い
た
だ

き
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

「
対
話
と
信
頼
、
連
携
」
の
姿

勢
を
も
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
一
層
の
暖
か
い
ご
理
解
と

力
強
い
ご
支
援
を
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
一
年
が
、
町
民
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
関
係
の
皆
様
の
笑
顔
が

輝
く
、
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
抜
粋
）

美郷町長
景山　良材
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平成29年　新  年のごあいさつ
　
町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
の
、
穏
や
か
な
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
、
謹

ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
議
会
活
動

に
対
し
ま
し
て
、
格
別
な
る
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
議
会
運
営

が
円
滑
に
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
本
各
地
で
は
、
近
年
、
異
常

気
象
に
よ
る
災
害
が
頻
発
し
て
お

り
、
昨
年
も
６
つ
の
台
風
が
日
本

列
島
に
上
陸
し
、
熊
本
県
や
お
隣

の
鳥
取
県
中
部
で
は
、
強
い
地
震

に
よ
り　
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ

ま
し
た
。
幸
い
、
美
郷
町
で
は
、

７
月
３
日
の
豪
雨
災
害
は
あ
り
ま

し
た
も
の
の
人
的
被
害
も
な
く
、

比
較
的
穏
や
か
な
１
年
で
し
た

が
、
未
だ
傷
跡
の
残
る
地
域
の
皆

様
に
は
、
一
日
も
早
く
元
の
生
活

に
も
ど
れ
ま
す
よ
う
早
期
の
復

旧
・
復
興
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
さ
て
、
日
本
で
は
衆
議
院
を
通

過
し
、
大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
）
関
連
法
案
は
、
ア
メ
リ
カ

次
期
大
統
領
の
離
脱
発
言
か
ら
、

不
透
明
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
協

定
発
効
と
な
れ
ば
美
郷
町
の
農
業

に
と
っ
て
も
、
大
き
く
影
響
を
受

け
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
特
徴
あ

る
農
業
を
推
進
す
る
た
め
、
よ
り

一
層
、さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
重
ね
、

対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、一
昨
年
、美
郷
町
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
が

決
定
さ
れ
、
さ
ら
に
今
、
第
２
次

美
郷
町
長
期
総
合
計
画
が
策
定
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
人
口
４
，
０
０
０

人
を
目
指
し
て
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
と
と
も
に
、
生
き
残
り
を

か
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
、
こ

の
取
組
が
実
を
結
び
ま
す
よ
う
、

議
会
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
な

が
ら
、
美
郷
町
の
将
来
を
確
実
な

も
の
と
な
る
よ
う
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
。

　
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、昨
年
、

美
郷
町
議
会
基
本
条
例
が
公
布
と

な
り
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が　
危

機
感
を
持
ち
、
活
発
な
議
会
運
営

と
、
町
民
に
対
す
る
責
任
を
果
た

し
て
い
く
事
を
明
文
化
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
て
、
昨
年
、
議
会
報
告
会

を
２
回
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
皆
様
の

意
見
を
お
聞
き
し
、
参
考
と
し
な

が
ら
、
地
方
交
付
税
減
額
と
経
常

収
支
比
率
が
高
い
な
ど
、
大
き
な

不
安
を
抱
え
る
町
財
政
を
注
視
し

て
、 

町
施
策
の
批
判
、
監
視
機
関

と
し
て
の
使
命
を
自
覚
し
、
将
来

を
見
据
え
た
誤
り
の
な
い
施
策
展

開
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
努
め
る
こ

と
は
勿
論
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
皆
様
が
、
安
全
で
安
心
な
暮

ら
し
が
続
き
ま
す
よ
う
、
議
員
一

同
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
傾
注
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ど
う
か
、
皆
様
の
更
な
る
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
町

民
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

美郷町議会議長
西嶋　二郎

謹 賀 新 年
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平
成
29
年
美
郷
町
成
人
式
が
１
月
３

日
㈫
、
み
さ
と
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
成
人
を
迎
え
る
の
は
58
名
（
男

性
34
名
、
女
性
24
名
）
で
当
日
は
50
名

が
出
席
し
、
新
成
人
と
し
て
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
玉
岡

智
佳
子
さ
ん
に
景
山
町
長
か
ら
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
、
竹
下
尚
子
さ
ん
が
「
美

郷
町
を
さ
ら
に
魅
力
あ
る
町
に
す
る
こ

と
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
使
命
を

果
た
す
た
め
、
将
来
は
地
元
の
学
校
教

育
に
貢
献
し
た
い
」
と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
小
中
学
校
で
お
世
話
に
な

っ
た
先
生
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
な
ど

が
上
映
さ
れ
、
歓
声
や
笑
い
声
に
包
ま

れ
和
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
、
す
べ
て
の
日
程
が

終
了
し
た
後
も
会
場
の
外
で
は
、
久
し

ぶ
り
に
再
会
し
た
同
級
生
と
写
真
撮
影

を
し
た
り
談
笑
し
た
り
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

未
来
へ
の
希
望
を
胸
に

平
成
29
年

美
郷
町
成
人
式

▲記念品を受け取る玉岡智佳子さん ▲誓いの言葉を述べた竹下尚子さん
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●①

●③

●④●⑤

●⑥

●②
①思い出話にも花が咲きます②仲の良さが伺えます！③恩
師との再会④動画の上映で思わずこぼれる笑顔⑤ドキドキ
の受け付け⑥久しぶりの再会にハイタッチ！

「新成人として、色ん
なことを学びながら頑
張りたいです」

杉 谷 　 涼 さん

「初心を忘れず、社会
の一員として責任を持
ってがんばります」

佐 藤 　 彩 さん

「社会人として手本に
なる人間になります」

島 田 一 優 さん

「無事成人を迎えられ
たことに感謝し、これ
からもがんばっていき
たいと思います」

道 下 優 大 さん

新成人としての決意を教えてください！
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やくば通信

介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）が始まります！

介護保険法の改正により、高齢者の皆さんの介護予防と日常生活の自立を支援する「総合事業」が創設されま
した。
平成29年４月から実施する、「総合事業」の流れについてお知らせします。

生活の困りごとや介護保険サービスの利用についてご相談があるときは、
まず地域包括支援センターにご相談下さい。
身体の状態や日常生活の状況によって、必要なサービス等をご案内します。

総合事業は、２つの事業によって構成されます。

【総合事業の利用の流れ】

介護予防・生活支援サービス事業
要支援認定者・事業対象者が利用できます。

一般介護予防事業
65歳以上の全ての人を対象としています。

・通所型サービス（デイサービス）
・訪問型サービス（ホームヘルプ）
・その他の生活支援サービス　など

・認知症等でお悩みの方
・入浴、排泄などご自身へ
の介助を必要としておら
れる方　　　　　　など

要支援認定の結果
要支援1・要支援2

と判定された方

要支援・要介護認定申請

一般介護予防事業

介護予防・
生活支援サービス事業

介護予防給付
●福祉用具購入・貸与 ●住宅改修
●訪問看護 ●短期入所
●通所リハビリテーション
●訪問リハビリテーション
●小規模多機能型居宅介護
●グループホーム
●特定施設　　　　　など

・買い物、調理など日常生
活への支援を必要として
おられる方　　　　など

基本チェックリストの結果
事業対象者

と判定された方

基本チェックリスト実施

・介護予防をしたい方
・閉じこもりを防ぎたい方

など

健康づくりのための教室
などをご案内します
※�第1号被保険者(65歳以上)

の全ての方が対象です。

・ニコニコ健康教室　・脳とからだの健康教室
・療養音楽教室（ドレミ倶楽部）
・生きがいデイサービス（はつらつ倶楽部）など

※サービスの内容は地域包括支援センターにご確認下さい。

総合事業創設の背景
　団塊の世代が75歳以上になる平成37年（2025年）にかけて、ひとり暮らしや認知症の高齢者、高齢者夫
婦のみの世帯が増加していくことが予想されます。高齢者が住みなれた地域で生活を続けるためには、介護保
険や行政サービスに加え、ボランティアによる支援や地域の助け合いなど、地域全体で高齢者を支えていくこ
とが必要です。
　また、高齢者自身も、自分の「役割」や「生きがい」を持つなど、介護予防に努めることが大切です。

【総合事業に関する問合せ先】
◆美郷町地域包括支援センター（美郷町役場内）℡ 0855-75-1231

一般介護予防事業 一般介護予防事業

介護予防・
生活支援サービス事業
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軽自動車の変更・廃車等の手続きはお済みですか？

軽自動車をお持ちの方が、住所や名義変更をしたとき、乗らな
くなった車を廃車したときは、変更登録、移転登録、廃車など
の手続きが必要です。

◆軽自動車税が課税されるのは、4月1日時点での所有者です。
（ただし、ローンで購入した場合やリース等で所有者が信販会社やディーラーに

なっている場合は車検証上の使用者が納税義務者になる場合があります。）

◆普段乗っていない軽自動車であっても、廃車手続きをしてい
なければ軽自動車税を納める必要があります。
◆軽自動車税を止めるためには、廃車手続き等をする必要があ
ります。車種により手続き場所が異なります。

※軽自動車は４月２日以降に廃車手続きをしても、普通自動車のように廃車手続きをした翌月から３月分までの月割
で計算されることはありません。残っている月数に応じた額が返ってくることはありませんのでご注意ください。

４月１日に取得した車両につ
いては、その年度分の軽自動
車税が課税されます。４月１
日に抹消の届出が受理された
車両については、その年度は
課税されません。

住民課
☎７５－１２１３

●お問い合わせ先一覧●

【原動機付自転車・小型特殊自動車】
　美郷町役場住民課
　☎75-1213

【三輪・四輪の軽自動車】
　軽自動車検査協会島根事務所
　☎050-3816-3083

【二輪の軽自動車（126cc～250cc）】
　島根県軽自動車協会
　☎0852-37-0046

【二輪の小型自動車（250ccを超える）】
　中国運輸局島根運輸支局
　☎050-5540-2071

国内で高病原性鳥インフルエンザが発生しています！！
　　　　　　〜家畜保健衛生所からのお願い〜

　今冬の渡り鳥の飛来シーズンに入り、国内の野鳥や家きん飼養農場において高病原性鳥インフルエンザの発
生が報告されており、国内での感染拡大が懸念される状況です。
　大規模な養鶏場に限らず、庭先で飼われている鶏などでこの病気が発生しても法に基づく防疫措置をとらな
ければなりません。

少羽数家きん（100羽
未満）を飼育されてい
る方について再調査を
行っていますので、ご
連絡いただきますよう
お願いいたします。

産業振興課
☎７５－１２１４

【対象家きん飼養者】
　　鶏、あひる、うずら、きじ、ほろほろ鳥、七面鳥、だちょう

を飼養されている方
【報告の内容】
　　ご住所、ご氏名、ご連絡先、家きんの種類、羽数

【報告方法】
　　川本家畜保健衛生所（TEL:0855-72-9805）　または
　　美郷町　産業振興課（TEL:0588-75-1214）　までご連絡ください。

※なお、すでに家畜保健衛生所からパンフレット等が郵送で届いている方は、報告の必要はありません。
※家きん飼養のご連絡をいただいた方には、今後も家畜保健衛生所より鳥インフルエンザの病気などに関す
る重要なお知らせ等のパンフレットを送付させていただくことがありますので、ご了解ください。
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国民年金１号資格のみなさまへ

国民年金保険料　お得に納付のチャンスです♪

◆口座振替・クレジットカード納付の６ヵ月前納（前期）・１年前納
　・２年前納（口座振替のみ）の受付締切は２月末です！
●前納とは
・保険料を１年分等まとめて納めることにより保険料が
割引になります。
・前納制度と口座振替をセットにすることでさらに割引
率が大きくなります。
※クレジットカード納付と電子納付は現金納付と同様の割引額です。

●申請に必要なもの
・国民年金各種納付申出書
・口座振替を依頼する口座番号等がわかるもの
・銀行への届出印
●提出先
・美郷町役場、または年金事務所、金融機関で
の提出が可能です。

住民課
☎７５－１２１３

　今回は住民税の申告が必要な人と
は？です。
　ズバリ、その人の収入のすべてを
町が把握できない人です。町が収入
を知ることができる人は、給与をも
らっている人・公的年金を受給して
いる人です。つまりそれ以外の収入
がある人は申告が必要ということに
なります。

　具体的には、給与所得者の配偶者
控除対象者となっている人・非課税
年金受給者（遺族年金・障害年金）・
事業（農業）所得者・及び無収入の
人です。そうです。無収入の人も住
民税の申告が必要です。

　申告相談の日程については右の表
のとおりです。

※重要
・申告相談には本人確認のため「マ
イナンバー」の提示及び「本人確認
証明（免許証等）」が必要です。（扶養者
の変更の場合は扶養者のマイナンバーも必要で
す。）
・所得税の納付・還付申告がある人
は「利用者識別番号」の取得も必要
です。（国税庁ＨＰより取得出来ます。イン
ターネットの環境がない方は申告までに役場窓
口までご相談ください。）
・申告相談の順番は、事業（農業）
記帳の有無、医療費の人別計算の有
無、上記の書類の準備の有無により
受付順番とは前後することがありま
す。

【申告相談日程表】
《平成29年》

月　　日 曜日 会　　　場 受付時間 対象地域
２月１日～３日 相談会（大和事務所） 10：00～15：00

（土日祝日を除く） 全域
７日～９日 相談会（みさと館1F会議室）

２月16日 木 浜原隣保館
9：00～12：00 小門原・新町・上市・中町・下

市
13：00～16：00 滝原・亀村

17日 金 浜原隣保館 9：00～12：00 上川戸・石見・信喜

20日 月 別府公民館
9：00～12：00 別府

13：00～16：00 小松地・寺谷・惣森の一部

21日 火 君の谷農村塾
9：00～12：00 京覧原・小林・惣森・志君の一

部
13：00～16：00 内田・枦谷

22日 水 君の谷農村塾
9：00～12：00 地頭所・港

13：00～16：00 久喜原・小谷

23日 木 みさと館1F町民ホール
9：00～12：00 旭町・栄町・新町・本町・稲荷

町・相生町

13：00～16：00 元町・末広町・寿町・共栄・高
畑

24日 金 みさと館1F町民ホール
9：00～12：00 久保・法田・上粕渕・郷口・野

間
13：00～16：00 縺・志君・野井・湯抱・才ヶ原

25日 土 みさと館1F町民ホール 9：00～12：00 全域

27日 月 吾郷地域連合自治会事務所
（旧吾郷小学校）

9：00～12：00 簗瀬
13：00～16：00 栗原・奥山

28日 火 吾郷地域連合自治会事務所
（旧吾郷小学校）

9：00～12：00 吾郷・明塚
13：00～16：00 乙原・田水・竹・高山

３月 １日 水 沢谷交流センター
9：00～12：00 酒谷・町・井元・湧利原・猪子

田

13：00～16：00 花の谷・三反谷・西の原・片
山・鈩谷

２日 木 沢谷交流センター
9：00～12：00 原・坂根・大野・猿丸

13：00～16：00 石原・熊見・湯谷

３日 金 比之宮交流センター
9：00～12：00 宮内

13：00～16：00 比敷
６日 月 比之宮交流センター 9：00～12：00 村之郷
７日 火 大和事務所 9：00～16：00 都賀西
８日 水 大和事務所 9：00～16：00 上野
９日 木 大和事務所 9：00～16：00 都賀本郷
10日 金 大和事務所 9：00～12：00 長藤
13日 月 都賀行交流センター 9：00～16：00 都賀行・潮村・曲利
14日 火 みさと館1F町民ホール 9：00～16：00 全域
15日 水 みさと館1F町民ホール 9：00～12：00 全域

申告ひろば
▼問い合わせ先：浜田年金事務所　☎0855-22-0670　または　美郷町役場 住民課　☎75-1213
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No.122健康
まめ知識

なかでも家庭での血圧測定をすることが大切です！

脳卒中・心筋梗塞を予防するには血圧管理が重要です！
＜家庭での血圧測定のポイント＞
①朝起きて、トイレをすませ、１時間以内に測りましょう。
②夜は寝る直前に測りましょう。
③できるだけ同じ時間に測りましょう。
④測ったら血圧手帳に記録しましょう。
⑤定期受診時に、血圧手帳を提出しましょう。

＜血圧の正しい測り方＞
①いすに背筋を伸ばして座る。
②カフはひじ関節にかからないように巻き、心臓と同じ高さ
にする。
③腕に力を入れない。
④深呼吸してリラックスした状態で測る。

＜家庭での血圧の正常値を知ろう！＞
家庭と病院では正常血圧の値が異なります！
○正常血圧の分類
　家庭では 135/85mmHg 未満
　病院では 140/90mmHg 未満

☆降圧目標
年齢やあわせ持っている病気によって、それぞれ降圧目標値は異なりますので、主治医にご確
認下さい。

診察室血圧 家庭血圧
若年者

140/90mmHg未満 135/85mmHg未満中年者
前期高齢者

（65～74歳）患者

後期高齢者
（75歳以上）患者

150/90mmHg未満
（忍用性※1があれば

　140/90mmHg未満）

145/85mmHg未満※2

（忍用性※1があれば
　135/85mmHg未満）

糖尿病患者 130/80mmHg未満 125/75mmHg未満
慢性腎臓病患者

（たんぱく尿陽性） 130/80mmHg未満 125/75mmHg未満※2

脳血管障がい患者 140/90mmHg未満 135/85mmHg未満※2

冠動脈疾患患者
高血圧治療ガイドライン2014

※ １：薬によって生じる副作用が患者にとってどれだけ耐え得るのかの程度を示したもの。
※ ２：目安

▼問い合わせ先　健康福祉課　７５－１９３２

カフ

上腕式血圧計がオススメ！
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お
知
ら
せ

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任

任
期
満
了
に
伴
い
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
が
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
、
平
成
28
年
11
月
５
日
か

ら
３
年
間
で
す
。（
敬
称
略
）

住
吉　

敬
司　
（
浜
原
）　

再
任

福
島　

巧　
　
（
村
之
郷
）　

再
任

高
橋　

智
惠　
（
千
原
）　

再
任

浜
田
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
の
提
出
期

限
及
び
納
期
限

○
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税

　

３
月
15
日
㈬

○
消
費
税・地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

　

３
月
31
日
㈮

●
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
【
振
替
日
】

○
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税

　

４
月
20
日
㈭

○
消
費
税・地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

　

４
月
25
日
㈫

●
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
）
に
つ
い
て

平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
に
は
、「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
12
桁
）
の
記
載
」
と
「
本

人
確
認
書
類
の
提
示
又
は
写
し
の
添

付
」
が
必
要
で
す
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
漏
れ
、
記
載
誤
り
に
は
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。）。

○
本
人
確
認
書
類
（
①
又
は
②
の
い
ず

れ
か
が
必
要
で
す
）

　

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

②�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド　

+

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

※
ご
自
宅
等
か
ら
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
す

れ
ば
、「
本
人
確
認
書
類
の
提
示
又
は
写

し
の
添
付
」
は
不
要
で
す
。

●
申
告
会
場
が
浜
田
税
務
署
本
庁
舎
に
変

わ
り
ま
す

○
申
告
会
場
設
置
期
間

２
月
16
日
㈭
～
３
月
15
日
㈬
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
。）

○
受
付
時
間

９
時
～
16
時
ま
で

○
申
告
会
場

浜
田
税
務
署
本
庁
舎
２
階

浜
田
市
殿
町
１
１
７
７
番
地

▼
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
税
務
署

☎
０
８
５
５
－
２
２
－
０
３
６
０

島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ

ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

見
え
に
く
い
・
見
え
な
い
人
、
聞
こ
え

に
く
い
・
聞
こ
え
な
い
人
に
次
の
よ
う
な

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
貸
し
出
し
ま
す
。（
郵

送
の
場
合
、返
却
時
の
郵
送
料
は
有
料
）

★
電
話
連
絡
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。（
手
話
、
筆
談
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
な
ど
で
用
件
を
伺
い
、
そ
れ
を

セ
ン
タ
ー
が
電
話
な
ど
で
相
手
方
に
伝

え
ま
す
。）

●
共
通
サ
ー
ビ
ス

★
広
報
紙
な
ど
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
提
供
し
ま
す
。

★
学
習
と
交
流
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

★
視
聴
覚
障
が
い
者
用
の
福
祉
機
器
や

生
活
便
利
グ
ッ
ズ
の
展
示
、貸
し
出
し
、

紹
介
、
斡
旋
を
行
い
ま
す
。

★
生
活
や
進
路
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
は
す
べ
て
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
目
の
不
自
由
な
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス

★
点
字
図
書
、録
音
図
書
・
雑
誌
（
本
や

雑
誌
の
内
容
を
Ｃ
Ｄ
ま
た
は
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
に
録
音
し
た
も
の
）
を
郵
送
に

よ
り
貸
し
出
し
ま
す
。（
郵
送
料
無
料
）

★
各
種
文
書
（
製
品
の
取
扱
説
明
書
、

契
約
書
、
手
紙
等
）
の
朗
読
、
録
音
、

点
訳
、
代
筆
な
ど
を
行
い
ま
す
。

★
歩
行
訓
練
、
生
活
訓
練
（
掃
除
、
洗

濯
、
料
理
等
）、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
訓
練
（
点
字
触
読
、
パ
ソ
コ
ン
利
用

等
）
を
ご
自
宅
な
ど
で
行
い
ま
す
。

●
耳
の
不
自
由
な
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス

★
字
幕
（
手
話
）
入
り
の
映
像
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・

邑智地域の医療を考える
シンポジウム

＜テーマ＞�2025年に向けて邑智郡の地域
医療をともに考える

＜開催日時＞２月18日㈯13時～ 16時

＜開催場所＞悠々ふるさと会館マルチホール

＜内　　容＞
●講演「（地域医療構想）これからの地域
医療がめざすもの」
講師：産業医科大学医学部教授
　　　松田　晋哉　氏
●活動報告（パネルディスカッション）

（座　　長）県央保健所　所長
（パネラー）�邑智郡医師会、邑智郡歯科医師

会、公立邑智病院、加藤病院、
地域枠の研修医、住民代表

＊お誘いあわせ、ご参加下さい。

【問い合わせ先】
美郷町役場　健康福祉課　地域包括支援センター
☎０８５５－７５－１２３１
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情報たまてばこ

美
郷
町
簡
易
水
道
の
水
質
検
査
結
果

検査実施（12月15日） 結　　　　果 評価 対応
粕渕・浜原簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
吾郷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
別府地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
君谷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
酒谷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
石原地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
潮 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
都 賀 行 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
比之宮地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
都 賀 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
※なお、検査結果の詳細は、ホームページで公表しています。
▶問い合わせ先　役場建設課（☎７５- １２１５）

（
社
会
文
化
科
・
園
芸
科
・
陶
芸
科
・

健
康
福
祉
科
）

■
定
員　

各
学
科
20
名

■
入
学
資
格　

①
県
内
在
住
、
平
成
29
年

4
月
1
日
現
在
で
満
60
歳
以
上
の
人

②
卒
業
後
の
地
域
活
動
に
意
欲
的
な
人

■
授
業
料
等　

入
学
金
１
０
，
０
０
０
円

（
授
業
料
年
額
１
８
，
０
０
０
円
※
資

料
代
等
が
別
途
必
要
）

■
募
集
要
項
・
願
書　

市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
ま
た
は
問
い
合
わ
せ
先
等
で
配

布
■
出
願
期
限　
３
月
10
日
㈮
必
着

▼
問
い
合
わ
せ
先

く
に
び
き
学
園
西
部
校

☎
０
８
５
５
－
２
４
－
９
３
３
６

予
定
月
の
１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
人

○
応
募
期
間

【
６
回
目
】
２
月
３
日
㈮
ま
で

【
７
回
目
】
２
月
５
日
㈰
か
ら
２
月
24

日
㈮

○
試
験
期
日

【
６
回
目
】
２
月
４
日
㈯

【
７
回
目
】
２
月
25
日
㈯

○
試
験
会
場

【
６
回
目
】
陸
上
自
衛
隊
米
子
駐
屯
地

【
７
回
目
】
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

○
試
験
科
目　

筆
記
試
験
・
口
述
試
験
・

適
性
検
査
・
身
体
検
査

○
採
用
予
定
日　

通
知
書
を
送
付

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部　

☎
０
８
５
２
－
２
１
－
０
０
１
５

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/shim

ane

く
に
び
き
学
園「
西
部
校
」学
生
募
集

　
「
地
域
の
中
で
役
立
ち
た
い
」と
い
う
シ

ニ
ア
世
代
の
た
め
の
学
び
の
場
で
す
。
幅

広
い
学
習
活
動
と
仲
間
づ
く
り
を
通
し
て
、

新
し
い
生
き
が
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

■
修
学
期
間
等　

２
年
間
（
４
月
～
平
成

31
年
３
月
）・
年
間
40
日

■
開
校
日
・
場
所

毎
週
火
曜
日
・
い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

■
学
習
内
容　

総
合
講
座
及
び
専
門
講
座

島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
（
浜
田
市
い
わ
み
ー
る
２
階
）

☎
０
８
５
５
－
２
４
－
９
３
３
４

℻
０
８
５
５
－
２
４
－
９
３
３
５

E-m
ail　

info@
bd-iw

am
i.org

島
根
県
司
法
書
士
会・松
江
地
方
法
務

局
合
同
相
続
に
関
す
る
登
記
相
談
所

　

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局
で
は
、
相

続
登
記
の
促
進
を
図
る
た
め
の
取
組
と
し

て
、
平
成
29
年
２
月
12
日
㈰
10
時
か
ら
16

時
ま
で
の
間
、
当
支
局
に
お
い
て
島
根
県

司
法
書
士
会
と
連
携
し
て
「
島
根
県
司
法

書
士
会
・
松
江
地
方
法
務
局
合
同
相
続
に

関
す
る
登
記
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

○
相
談
内
容　

土
地
や
建
物
の
相
続
に
関

す
る
登
記
に
つ
い
て（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

司
法
書
士
が
応
じ
ま
す
。

　

２
月
10
日
㈮
17
時
ま
で
に
、
電
話
に
よ

り
予
約
の
上
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
・
相
談
会
場

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局（
浜
田
市
）

☎
０
８
５
５
－
２
２
－
０
９
５
９

募　
集

自
衛
官
候
補
生
（
陸
上
・
海
上
・
航
空
）

○
募
集
種
目　

男
性　

自
衛
官
候
補
生

○
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用

地域包括ケア推進シンポジウム
～持続可能な地域づくりを目指して～

日時　２月４日㈯13：30 ～ 16：30
場所　みさと館
基調講演

「持続可能な地域づくりに向けて
　～地域包括ケアシステムが目指すもの～」
講師：島根県健康福祉部健康推進課　課長  村下 伯 氏
活動報告
邑智郡食事栄養支援協議会富永歯科医院　　院長　富永 一道 　氏
社会医療法人仁寿会加藤病院　　　　　　病院長　加藤 節司 　氏
公立邑智病院地域連携室　　　　　　　　　室長　笠岡 千代子 氏
社会福祉法人敬愛福祉会
　　　デイサービスやすらぎの里別府　　理事長　西原 慎治 　氏
ＮＰＯ法人別府安心ネット　　　　　　　理事長　樋ケ 昭義 　氏

パネルディスカッション
（座　　長）県央保健所　　　　　　　　　　所長　中本 稔 　氏
（助 言 者）島根県健康福祉部健康推進課　　課長　村下 伯　 氏
（パネラー）邑智郡医師会　　　　　　　　　会長　上田 敏明 氏
　　　　　　上記の活動報告者

地域包括ケアとは？
人生の最期まで住み慣れた地域で自分らしい暮らし
を続けるために必要な一体的な支援（医療・介護・
住まい・予防・生活支援など）のこと。地域の特性
に応じて取り組むことが重要。

▼問い合わせ先
　　県央保健所☎０８５４－８４－９８２４
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まちかどウォッチング

　みんなでつくる人権のつどい『みさとほっとあっ
と広場』をみさと館で開催しました。
　町民ホールでは、「邑智中学校＋おおちブラス同
好会の吹奏楽演奏」に始まり、「大和小学校児童有
志による合唱」「大和中学校生徒有志による人権ク
イズ」「邑智小学校神楽クラブの神楽上演」「大和演
劇クラブの映画上映」と、笑いあり、驚きありのス
テージ発表が繰り広げられました。
　エントランスホールでは、「保育園児の絵画」「小・
中学生の人権標語」などの展示や「喫茶コーナー」「オ
リジナルカレンダーづくり」などの心温まるブース
を、来場者の皆様にお楽しみいただきました。
　講演会は、歌手・作曲家のちひろさんによる「ち
ひろトーク＆コンサート」でした。ちひろさんの歌
声が胸にしみわたり、感動の涙を流されている方が
たくさんいらっしゃいました。
　「みさとほっとあっと広場」は来年度も同時期に開催予定です。ぜひご来場い
ただき、私たちの大切な人権について、みんなで語り合い、見つめ合いましょう。

　テレビでおなじみの” ともとも” こと、山口
ともさんが美郷町にやってきました。ガラクタ
に命を吹き込んだオリジナル廃品楽器を使っ
て、みんなで演奏するガラクタ音楽会です。
　12月１日㈭にはおおち保育園で、12月３日㈯
には都賀行公民館で開催されました。子どもか
ら大人まで参加者全員が廃品楽器を手に持ち音
楽を楽しみました。

あたたかい心を育てる
『みさとほっとあっと広場』

みんなで楽しむコンサート
『ともとものガラクタ音楽会』

▲ペッカー（ペットボトルの楽器）を持ってシャカシャカ楽しいな♪

◀廃品で作ったジャンク
ドラムセットで華麗に演
奏するともともさん

▲みんなで歌いながら行進しました

▲大和中生徒による来場者参加型のクイズ
大会

▲圧倒的な歌唱力のちひろ
さん

▲見ごたえたっぷりの展示物。一部は１月中旬までみさと館に展示して
あります

11/4 金

12/3 土

12/1 木
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まちかどウォッチング

　ＡＬＴのテイラー・ドラーンさんを講師に、放
課後子ども教室の「英語活動を取り入れたＸｍａ
ｓパーティー」を大和事務所で開催しました。
ミュージックチェア（椅子取りゲーム）やピニャー
タをしました。「右！」「左！」といった周りの掛
け声を頼りに、袋を棒で叩き割ると、いろいろな
お菓子が出てきて会場はヒートアップ。最後に特
製コロコロパフェをみんなで作り、会食をしまし
た。子どもたちからは「次はバレンタイン会をし
てください」「コロコロパフェがおいしかったで
す」の声が上がりました。楽しく活動をしながら、
子どもたちは英語に親しむことができました。

　新春恒例の美郷町消防出初式を、みさと館で挙
行しました。当日は出初式に先立ち、邑智小学校
校庭に180名の消防団員が集まり、消防団行事と
して活動報告や通常点検などを行いました。
　式典では各種表彰の伝達があり、都賀分団の穗
積竜治団員が邑智郡消防協会長表彰の代表、粕渕
分団の山本幹夫分団長が美郷町長表彰の代表とし
て檀上に上がりました。
　式典終了後は団員の分列行進があり、尻無川河
口の江の川では一斉放水が行われました。

放課後子ども教室X’masパーティー

美郷町出初式
　大和小学校に南極の氷がやってきました。自衛
隊島根地方協力本部の河崎有功広報室長を招いて
の特別授業です。この氷は海上自衛隊の砕氷艦「し
らせ」が持ち帰ったもので、河崎さんからは南極
の話や氷についての説明がありました。児童たち
は実際に氷に触れたり耳をあてて音を聞いたりし
て南極の自然環境を勉強しました。
　児童たちは大昔の空気を含んで長い期間をかけ
て固まった氷が解ける音を聞き、目を輝かせてい
ました。

南極の氷

　高梨地区でフラワーフェスティバルが行われま
した。10月に地域の方々と大和小学校の５・６年
生が植栽した神田スマイルフラワーパークです。
　地域の方々とのふれあいを目的に続けてきたこ
の事業も今回で８回目。草抜きをした後は大和中
学校の２・３年生も合流し、地域の方々が作った
お昼ご飯を食べました。
　小学生、中学生それぞれから歌のプレゼントが
あり、小学生からは地域の方々に作成したパネル
と感想の発表もありました。地域の方は「子ども
たちの元気な姿が見られてうれしい」と目を細め
ていました。

笑顔でフラワーフェスティバル！
▲特製コロコロパフェを作っています♪

▲地域の方と草抜きをしてフラワーパークがきれいになりました ▲アメリカのパーティーでは定番のピニャータというゲーム

▲号令に合わせ士気が高まります▲氷からパチパチという音が聞こえる！

▲作成したパネルには思い出がいっぱい

12/10土

12/8 木

12/5 月

1/5木



広報みさと 2017.1 14

美郷の人びと

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

特
旨
叙
位　
受
章

樋
ケ　
英
人
さ
ん　
　
　
　
　

（
小
松
地・
元
邑
智
町
議
会
議
員
）

第
４
回

中
四
国
地
区
少
年
剣
道
錬
成
大
会

高
学
年
の
部
第
３
位　
木
積
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

平
成
28
年
度

島
根
県
各
種
功
労
者
表
彰

　

故　

樋
ケ
英
人
さ
ん
（
元
邑
智
町
議
会
議
員
）

が
、特
旨
叙
位
「
正
六
位
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

（
平
成
28
年
８
月
19
日
付
け
）

　

樋
ケ
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
２
月
に
初
当
選
以
来

昭
和
62
年
２
月
ま
で
の
連
続
６
期
24
年
の
間
、
邑

智
町
議
会
議
員
と
し
て
町
政
の
振
興
、
町
民
福
祉

の
向
上
の
た
め
、
尽
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、町
議
会
で
は
議
長
（
通
算
６
年
１
月
）

の
ほ
か
副
議
長
、
委
員
会
委
員
長
を
務
め
ら
れ
、

ま
た
、
邑
智
郡
町
村
議
会
議
長
会
会
長
、
島
根
県

町
村
議
会
議
長
会
会
長
、
全
国
豪
雪
地
帯
町
村
議

長
会
副
会
長
等
な
ど
、
多
く
の
要
職
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
６
年
に
は
叙
勲
（
勲
五
等
瑞
宝
章
）
を
受

章
さ
れ
、
地
方
自
治
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
生
前

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
叙
位
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
12
月
11
日
㈰
に
、
岡
山
県
倉
敷
市
で
第
４
回
中
四

国
地
区
少
年
剣
道
錬
成
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

中
四
国
地
区
の
道
場
か
ら
約
１
０
０
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
大
会

で
、
小
学
生
低
学
年
・
高
学
年
及
び
中
学
生
の
部
に
別
れ
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

美
郷
町
か
ら
は
木
積
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
参
加
し
、
並
み
居

る
強
豪
チ
ー
ム
を
相
手
に
大
健
闘
。
高
学
年
の
部
に
お
い
て
見

事
３
位
入
賞
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

各
分
野
に
お
い
て
県
勢
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
が
あ
っ
た
方

を
、
県
知
事
が
表
彰
す
る
島
根
県
各
種
功
労
者
表
彰
で
、
美
郷

町
か
ら
３
名
の
方
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
（
表
彰
日　

平
成
28
年
11
月
25
日
）

●
地
方
自
治
功
労
　
藤
田 

収
作
さ
ん

（
宮
内
・
元
大
和
村
長
）

多
年
村
長
を
努
め
、
地
方
自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

●
地
域
活
動
功
労
　
中
原 

信
登
さ
ん

（
長
藤
・
全
日
本
同
和
会
島
根
県
連
合
会
常
任
委
員
）

多
年
人
権
教
育
の
実
践
に
努
め
人
権
尊
重
意
識
の
啓
発
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

●
女
性
の
地
域
活
動
功
労
　
安
田 

兼
子
さ
ん

（
乙
原
・
美
郷
町
連
合
婦
人
会
会
長
）

多
年
婦
人
会
活
動
を
通
じ
女
性
の
地
位
の
向
上
と
社
会
参
加
の

推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

▲表彰を受け「ありがとうございます」と語
る安田さん
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美郷の人びと

書
初
や
卒
寿
の
我
も
存
分
に	

日
髙　

笑
子

健
や
か
に
揃
ひ
し
家
族
屠
蘇
を
酌
む	

三
島　

澄
江

連
れ
添
ふ
て
六
十
五
年
去
年
今
年	

玉
岡　

弘
子

恙
我
の
感
謝
の
暮
し
去
年
今
年	

吉
迫
ア
キ
ミ

生
か
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
感
謝
年
迎
ふ	

石
田　

悦
子

子
の
戻
る
楽
し
み
あ
り
し
年
用
意	

岡
先
登
美
子

合
は
す
手
の
小
さ
き
指
や
初
詣	

中
原
美
都
子

前
向
き
に
生
き
る
心
情
去
年
今
年	

大
久
保
朝
子

余
生
な
ほ
踏
ん
張
る
つ
も
り
明
の
春	

坪
内　

良
子

お
互
ひ
に
励
ま
す
言
葉
初
電
話	

西
島　

誠
子

初
電
話
明
る
き
声
に
安
ら
ぎ
ぬ	

高
田　

登
子

孫
達
の
節
目
の
年
や
今
朝
の
春	

高
橋　

浩
子

磴
の
ぼ
り
き
り
し
社
に
淑
気
満
つ	

高
橋　

和
子

吾
の
干
支
七
度
と
な
り
ぬ
明
の
春	

森
田
佳
代
子

賑
や
か
に
笑
顔
揃
ひ
て
年
迎
ふ	

石
田　

照
子

湯
た
ん
ぽ
の
温
も
り
母
の
優
し
さ
に	

松
村
み
は
る

十
二
月
保
育
園
用
杵
修
理	

渡
邊　

光
廣

選
者
吟

父
祖
の
世
の
仕
来
り
守
り
恵
方
棚

選
者   

服
部
康
人
　

先
生

ま
ほ
ろ
ば
句
会

　
佐
和
華
谷
の
生
家
が
九
日
市
に
あ
る
。

　

２
６
８
年
前
寛
延
２
年
に
原
田
屋
（
注

１
）
で
生
を
う
け
原
田
屋
荘
太
郎
と
称
し

て
い
た
。

　

長
じ
て
京
都
に
遊
学
し
儒
学
を
修
め
、

中
林
竹
洞
に
師
事
し
て
画
を
習
い
、
書
画

詩
文
を
能
く
し
碩せ
き

学が
く

の
士
と
呼
ば
れ
た
。

　
華
谷
の
書
画
は
近
隣
の
村
々
の
旧
家
に

残
っ
て
い
る
と
言
う
。

　
名
を
淵
、
字
を
伯は
く

惠け
い

、
號ご
う

を
華
谷
・
莘し
ん

齊さ
い
・
石し
ゃ
く
な
げ
え
ん

南
園
・
五ご

鹿ろ
く
洞ど
う
等
と
号
し
、
日
本

画
家
・
医
者
で
あ
っ
た
。
天
保
２
年
、
83

歳
で
歿ぼ
っ
し
た
と
い
う
。
佐
波
善
四
郎
義
連

（
注
２
）
の
後
裔
で
19
代
の
孫
と
い
う
。
佐

波
氏
十
五
代
を
書
か
れ
た
藤
原
昊
氏
や
邑

智
町
誌
や
邑
智
郡
誌
を
参
考
に
華
谷
の
人

と
な
り
経
歴
を
述
べ
て
み
る
。

　
華
谷
の
生
家
原
田
屋
は
、
江
戸
期
に
本

陣
（
注
３
）
を
務
め
、
大
森
銀
山
の
銀
銅
を

輸
送
す
る
１
日
目
の
宿
泊
地
だ
っ
た
。

　
10
年
前
大
森
銀
山
遺
跡
群
が
世
界
遺
産

登
録
さ
れ
た
。
戦
国
期
か
ら
大
正
年
間
迄

４
０
０
年
間
、
こ
こ
で
生
産
さ
れ
た
銀
や

銅
は
国
内
や
世
界
各
地
に
運
ば
れ
た
。
江

戸
期
に
は
大
森
か
ら
尾
道
ま
で
31
・
５
里

（
約
１
３
０
㎞
）
の
道
の
り
を
３
泊
４
日

で
運
ん
だ
。

　
早
暁
に
大
森
を
発
ち
、
や
な
し
お
道
を

通
り
粕
渕
小
原
河
原
で
中
食
に
し
、
積
荷

と
牛
馬
の
付
替
え
を
し
た
。
２
町
歩

（
約
２
０
，
０
０
０
㎡
）
の
河
原
に

文
化
年
間
（
１
８
０
４
年
～
１
８
１

８
年
）
に
は
２
８
０
匹
の
牛
馬
に
４

０
０
人
の
村
人
が
就
き
、
同
数
の
引

継
一
行
が
待
ち
う
け
る
様
は
壮
観
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
半
駄
ヶ
峡
（
注
４
）
を
通
り
、
大
森

か
ら
７
里
の
道
の
り
と
は
言
え
難
所

が
多
く
現
12
月
初
旬
で
雪
と
寒
さ
厳

し
き
中
夕
五
ツ
時
（
８
時
）
に
九
日

市
宿
に
到
着
す
る
の
だ
。

　
華
谷
は
、
画
家
・
儒
者
・
医
者
と

し
て
詩
文
に
通
じ
、
又
、
大
森
観
世

音
寺
の
住
僧
と
な
り
友
人
門
人
が
多

く
そ
の
業
を
称
え
た
碑
等
が
多
く
残

っ
て
い
る
。

注
１　
佐
和
家
の
屋
号

注
２　
鎌
倉
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
ま
で
、地

域
を
治
め
て
い
た
豪
族
の
初
代
。１
１
９
９
年
来

注
３　
幕
府
の
役
人
な
ど
が
宿
泊
す
る
宿

注
４　
町
内
浜
原
と
上
川
戸
を
つ
な
ぐ
、断
崖
に

あ
る
古
道
。
銀
山
街
道
に
お
け
る
難
所
の
一
つ

佐和華谷展開催記念シリーズ①

銀山街道が生んだ文化人佐
さ

和
わ

華
か こ く

谷
文：福嶋脩二（美郷町吾郷在住　美郷町古文書を読む会会長）

佐和華谷展
会期：3月4日㈯から3月10日㈮
場所：みさと館
問い合わせ先：美郷町教育委員会
☎０８５５－７５－１２１７

▲地元有志により建てられた佐和
華谷生誕地を示す石碑（九日市）



広報みさと 2017.1 16

2
0
1
7
年

第
148号

１
月
号

　

　

人口と世帯
人 口　4,956 人
　男　　2,338人	（−９人）　
　女　　2,618人	（−９人）　
世帯数　2,290世帯（−10世帯）

（　）は先月との比較（住民基本台帳による１月１日現在）

２月の行事予定
１日㈬

２日㈭

３日㈮

４日㈯ 地域包括ケア推進シンポジウム（みさと館）

５日㈰

６日㈪

７日㈫ 中国補聴器センター補聴器相談会（美郷町保健福祉センター）

８日㈬

９日㈭

10日㈮

11日㈯

12日㈰

13日㈪

14日㈫

15日㈬ 行政相談（大和事務所）

16日㈭

17日㈮

18日㈯ 邑智地域の医療を考えるシンポジウム（悠邑ふるさと会館）

19日㈰

20日㈪

21日㈫

22日㈬ 介護者交流会（みさと館）

23日㈭

24日㈮

25日㈯

26日㈰

27日㈪ 介護者交流会（大和事務所）

28日㈫

新しい１年が始まりました。今年も楽しく取
材に行きますのでどうぞよろしくお願いしま
す♪

年賀状はだいたい家で印刷するような時代。
私も例外ではありません。
毎年裏面（デザイン面）から印刷します。裏
面の印刷を終えて宛名面の印刷をしたとき、
なぜか文字が印刷されてないんですよ。

･･･なんたことかいなぁ！！

デザイン面に上書きしているではないか！
裏表間違えてセットしてしまったんですね。
１枚１枚手書きをしていた小中学生の頃が遠
い昔のように感じました。
あ！遠い昔でした（笑）

あっこのはっぴーにゅーいやー


